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め，彼らの死に行く両親を慰める言語を使う。』Lujo Brentano,Mein Leben im Streit um die 
soziale Entwicklung Deutschlands,1931,S.127 石坂昭雄他訳『わが生涯とドイツの社会改革』
（2008），141の引用による。






































　  第 2 次パリ･講和条約による喪失地域
　  筆者作成



















図７　ロレーヌにおけるカントン ( 小郡 ) 別








　　（1998 年 16 人、2006 年 26 人を含む）













出典：Statistisches Jahrbuch für Elsaß-Lothringen,VII(1913/14),２０．
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